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1.は じ め に
 フラボノイ ドはベ ン ゾ γー一ピロン構造を もつ植物
の色素成分 の総称 であ り,抗 炎症作用や抗ア レル
ギー作用などヒ トの健康 に有益な効果を もつものも
多 いとされ る1,2)。植物性食品中に も種 々の フラボ
ノイ ドが含 まれ3-7),よ く知 られているフラボノイ
ドとしては,ル チンが ソバに,ル チ ンのアグ リコン
であるクェルセチンが タマネギ,ト マ ト,レ タス,
リンゴ,ブ ドウなどの野菜や果実に,ル テオ リンや
アピゲニンが レタスに,ナ リンゲニ ンや ケムフェ
ロールがグレープフルーツに含まれている。また,
カテキ ン類や アン トシアニン系色素はそれ ぞれ,茶
や ワインに含量が多い。 さらに,ル チ ン,ク ェルセ
チ ン,カ テキンなどや これ らのフラボノイ ドを含む
植物抽出物が添加物 として使われるので,起 源植物
とは関係ない食品か らも検出されている8)0
 フラボノイ ドは古 くはSzent-Gyδrgyiが ビタ ミン
Pと 呼称 した物質であ り9),毛 細血管 の透過性を減
少させ,毛 細血管の抵抗性を強化することが知 られ





 フラボノイ ドの抗酸化作用については,ス ーパー
オキ シ ドアニオ ンラジカル(02>や 他の ラジカル
の消去作用12・13)や脂質過酸化反応の抑制作用14・15)
などか ら検討されてきた。 この ような作用が生体内
でも可能であれば,細 胞膜や細胞小器官の膜系は,
フラボノイ ドの抗酸化性が発揮 される重要な標的部
位 となる。我々は既に食品添加物 などの肝 リソソー
ムからの酵素遊離 に対す る影響を検討 し,抗 酸化剤
のアスコル ビン酸やエ リソル ビン酸が リソソーム酵
素の遊離を抑制することを見いだ しているi6)0-・方,
Decharneuxら17)は,キ サ ンチ ン キーサ ンチ ンオキ
シダーゼを用いて発生 させたozに よる リソソーム
酵素遊離がフラボノール類に よ り抑制 され ることを
報告 している。 しか し,こ の02発 生系ではキサ ン
チンオキシダーゼへの フラボノイ ドの直接的な酵素
活性阻害がみ られる18)の で,02生 成量そのものが
減少 した効果が含まれ ているおそれがある。
 今回,我 々は フラボ ノイ ドがキサ ンチ ンオキシ
ダーゼ活性を抑制す ることを確認すると共に,酵 素
的又は非酵素的反応で02を 発生 させた系を用いて
フラボノイ ドのoZ消 去作用を検討 した。相互にア
グリコンと配糖体の関係にあ るフラボノイ ドの効果




ノイ ドが,生 体内において活性酸素種か ら生体膜を













































0.1 M リン酸緩衝液 (pH7.4) 1. 0 ml，キサンチン















0.45Mショ糖ー 0.02M Tris酢酸緩衝液 (pH7.4) 
2m1を遠心チューブ内にしずかに注ぎ入れ，残っ
ている上清を洗い出した。液をで、きるだけ除いた後，









緩衝液 (pH7. 4) 1. 5 ml，過酸化物溶液 0.1m1， 
フラボノイド溶液 (DMSOに溶解)0.2ml，蒸留
























ンオキシダーゼは Sigma社製の xanthineoxidase 



























(quercetin: 3，5，7，3'，4' -pentahydroxyflavone) ，クエ
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CHP (1 mM) BHP(10mM) 
????
?
???? 図 Kaempferol口Quercetin 自 Rutin
図8 過酸化物添加によって誘起される酸性ホスファターゼの遊離に対するフラボノール類の影響。
1mMクメンヒドロベルオキシド (CHP)または10mM tert-ブ、チルヒドロベルオキシド (BHP)存
在下，並びに過酸化物非存在下に起きる酸性ホスファターゼの遊離に対するクェルセチン (Querce-
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